
 

十
月
五
日(

日)

、
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
保
護

者
約
四
十
名
と
三
年
職
員
等
で
、
主
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
と
学
校
周
辺

の
歩
道
に
係
る
部
分
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
三
十
三
度
の

猛
暑
の
中
、
作
業
を
し
ま
し
た
。
終
了
後
に
担
当
の
新
垣
賢
作
教
諭
か

ら
「
日
頃
、
学
校
職
員
と
生
徒
だ
け
で
は
手
の
回
ら
な
い
部
分
を
綺
麗

に
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
」
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
生
徒
サ
ポ

ー
ト
部
長
の
長
嶺
さ
ん
か
ら
も
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

後
日
、
西
中
の
環
境
整
備
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
、
不
十
分
だ
っ
た
と

こ
ろ
を
丁
寧
に
片
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
子
ど
も
た
ち
は
気
持

ち
よ
く
登
下
校
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
生
徒

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

力
強
く
、
華
麗
に
舞
う
！ 

 

十
月
六
日(

月)

、
糸
満
大
綱
引
き
の
道
ズ
ネ
ー
で

西
川
町
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
小
谷
一
隼
さ
ん
、
西

平
友
琉
さ
ん
、
大
城
結
衣
菜
さ
ん
、
大
城
隆
之
介
さ

ん
、
大
城
芽
生
さ
ん
、
山
城
千
和
さ
ん
、
玉
城
莉
々

佳
さ
ん
、
山
元
琥
珀
さ
ん
、
針
田
裕
志
さ
ん
が
エ
イ

サ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
時
は
激
し
い
雨

も
あ
り
ま
し
た
が
、 

会
場
は
大
い
に
盛 

り
上
が
り
ま
し
た
。 

他
に
も
旗
頭
等
で 

西
中
生
が
参
加
し 

て
い
ま
す
。
参
加 

し
た
皆
さ
ん
、
本 

当
に
お
疲
れ
さ
ま 

で
し
た
。 

な
か
な
か
深
い
い
ね
～ 

～
掲
示
物
紹
介
そ
の
①
～ 

先
日
、
校
舎
内
を
回
っ
て
い
た
と
き
に
目

に
し
た
掲
示
物
で
す
。
私
の
心
に
刺
さ
り
ま

し
た
。
掲
示
し
て
く
れ
た
生
徒
及
び
先
生
方
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん

は
何
か
感
じ
ま
し
た
か
？ 
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西崎中学校 

校長 宮城 義隆 

父
母
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
！ 

～
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
＆
整
備
委
員
清
掃
～ 

 
 

教え子からもらった「宝物」 
  
「先生、私、数学だけは頑張ったんだよ」 

数年前、とある居酒屋でばったり再会したＡ子
（教え子）の言葉である。Ａ子は再会当時、年齢が
30 代で、大型ダンプカーのドライバーとして懸命
に働いているとのことだった。 

 Ａ子は中学時代、絵に描いたようなやんちゃな子
だった。飲酒、喫煙、家出、不純異性交遊など、あ
りとあらゆる問題行動を繰り返し、文字通り手に負
えない生徒だった。当時、初めての生徒指導主任を
任されていた私は、ことあるごとにＡ子の指導をし
ていたが全く効果が表れず、頭を痛めていたと同時
に自信を失っていた。「いったいどうすればＡ子は
良くなるんだろう。俺に生徒指導は無理なんじゃな
いか」私の心は無力感に苛まれていた。 

 Ａ子とは数学の授業でも関わっていた。能力は高
いが学習意欲は低く居眠りやおしゃべりの場面が
多かった。それでもたまに授業を集中して受けるこ
とがあり、その度に彼女ができたところを褒めた。
実際に計算力や数学的なセンスが良く、「Ａ子、君
は数学のセンスが良い。この力を使わないともった
いないぞ！」と彼女に伝えたことを覚えている。  

冒頭の居酒屋で、Ａ子は「先生は、私のことを数
学ができるって認めて褒めてくれた。だから私は定
時制の高校に進学した後も数学だけは頑張ったん
だよ。それがいろいろな資格を取ることに役立った
んだ。先生、ありがとう。」と続けた。私は思わず
胸が詰まった。Ａ子のその言葉は、中学時代に彼女
を立ち直らせることができず、自責の念にかられて
いた私を救ってくれた。私は今でもその言葉を「宝
物」として、心の中に大切にしまっている… 

すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦している学校をめざして 

校長の独り言㉒ 


